
私の夢は、経営理念の追求を通して全社員が幸せを実感し、信頼できる仲間と、

同じ目標に向かって仕事に取り組み、社員および会社が成長し続け、100年企業

として永続発展し、全社員が人生の成功者になること。その過程において、ヒーリング

ビレッジ、リタイアメントタウン等が実現していること。 山本　速男

1．社長メッセージ 3．経営理念・経営方針・経営目標

　今年度は組織が変わる大きな節目です。奇しくも保険制度の改定も重なり、私たちの事業も変革していく必要が

あります。物事を変えていくことには膨大なエネルギーが必要となりますが、それは前向きな大変さであり、やり切

ったその先には、会社にとっても個人にとっても成長が待っています。この過程はまさに、私たちの経営理念を

実現していくことと同じではないでしょうか？そう、この「変革元年」は私たちが変えてはいけない「経営理念」を

改めて見つめ直す良い機会でもあるのです。まずはこの一年、一丸となってやり切りましょう。 　

2．会社沿革

　当社は、平成10年10月、高知市越前町にて「有限会社高知経営センター」として、開業支援に特化した医業

経営コンサルタント業を開業しました。平成13年9月、高知市竹島町に移転。医療ビルうしおえメディカルビル・

イーアの運営を開始し、「株式会社高知医業経営センター」と社名変更、法人改組しております。

　平成15年12月にグループホーム札場・薊野の運営を開始し、介護事業に進出。平成17年10月に医療と介護の

複合施設となる、あさくらメディカルパークを開設。　平成19年2月西高松メディカルビルを開設し、県外での事業展

開を開始。同年4月には、うぐるす薬局とうしおえ薬局を営業譲受し、調剤薬局事業に進出するとともに、現在の

「株式会社アイ・エム・シー」に社名変更いたしました。平成24年5月には食材事業を開始。平成26年1月には高松

でサービス付き高齢者向け住宅を開始。平成28年4月に訪問看護事業を開始。又、平成30年1月に合併等組織再

編を進め事業の効率化を図りました。平成30年3月デイサービスうぐるすぷらすを開設。さらに事業領域の拡大を図

っております。

　過去の歩みを振り返ると、医療業界に新たな流れを作るために夢を描き、医療ビルを開設し、その後、介護事業

に着手し、医療・介護業界で社会に貢献したい一心で、今日まで事業を行なってきました。今、日本は安心・安全

が失われています。また、日本人の誇りも失われつつあります。　このような社会環境において、今後、高齢化、人

口の減少、医療・介護保険制度など、様々な問題が山積しています。その環境変化の中、私たちＩＭＣグループ

として何ができるのか？5年後、10年後の未来を見据えてどうあるべきなのか？当社には医療・介護に、取り組んで

きた実績があります。グループの総合力を生かし、医療モール、メディカルパーク、ヒーリングビレッジ（ コンパクト

シティー) 、リタイアメントタウンを実現することによって高齢者や障がい者、地域住民が安心して暮らせる町をつくり、

医・薬・介護における当社独自の社会貢献を目指します。そのためには、社員一人一人が経営に参画し、人間力と

専門性を最大限に発揮することで、必要とされる人財、企業になるしかありません。

　現在、　社員数が300名を超え、今後も増加することが予測される中、全社員が経営理念を共有し、同じ方向に向か

う為、当社のあるべき姿、ビジョンを構築・具現化していきたいと思います。作成した経営計画を全員で確実に実行

していくことで、組織は一体感を増し、当社の経営レベルは飛躍的に進歩することと思います。そして、常に新しい

発想で、変化するニーズを捉えて、いつまでもお客様に選んで頂ける企業として成長し続けることができると確信し

ております。決して楽な道のりではありませんが、社員全員で輝かしい未来へと力強く進んでまいります。

平成30年3月31日修正

経営理念（会社を経営する目的、会社の存在意義）

⇒　　“仕事を通しての人生の成功者”

経営方針（会社の進むべき方向性）

経営目標

夢

・リタイアメントタウンの実現

・総合福祉事業体への発展

「お客様満足と全社員の幸せの追求」

～仕事を通しての幸せとは～
・お客様に喜んでいただくこと
・人の役に立ち人に認められること
・自分自身が成長すること
・公明正大な利益があること
・人として正しい考え方が身につくこと

・公明正大な会社を目指す。

・医・薬・介護・福祉分野における独自の社会貢献を目指す。

・仕事を通して一人一人の夢（想い）の実現を目指す。

・全社員参画経営を通しての人財育成を目指す。



4-1．ビジョン　(メディカルパークからリタイアメントタウンまで）

メディカルビル・メディカルパークとは

〈 メディカルビル〉

・ うしおえメディカルビルイーア

・西高松メディカルビルイーア
〈 メディカルパーク〉

・うぐるすの森

現在当社が運営する上記施設のことです。

当施設において、地域に必要とされる
医・薬・介護を提供しています。

ヒーリングビレッジとは

高齢者が安心して生活できる付加価値の高い

住まいを提供することです。

元気なうちは趣味を満喫し、医療・介護が必要になっても、

介護施設や医療施設が充実しているので、安心感をもって

将来の人生設計ができます。

地域の⼈のみならず、⾼知県内外の⽅々に、
ここで暮らしたいと思って頂ける住まいづくりを⽬指しま

す。

リタイアメントタウンとは

高齢者・障がい者・子育て世帯等、すべての住民が支え合い、生きがいを持って自分

らしく暮らし続けられる 『まち』 （コミュニティー）のことです。

〈多様な選択肢 〉

ライフスタイル・人生観は人それぞれです。その人らしく暮らしていただくために、カル

チャースクール・フィットネス・農園・菜園・釣り等、多様な選択肢を提供します。

〈支え合い 〉

古き良き日本、人と人の絆が地域を支えていました。核家族化が進み、超少子高齢

化社会を迎えた日本において、相互扶助・相互支援の仕組みづくりを行うことで、す

べての住民が安心して暮らしつづけられる仕組みづくりを行います。

⼀⼈⼀⼈が、その⼈らしく暮らし続けられるまちづくりを⽬指します。

メディカルパーク
（うぐるすの森）

ヒーリングビレッジ
リタイアメントタウン
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※2：ＣＣＲＣ構想は、「高齢者が、自らの希望
に応じて 地方に移り住み、地域社会において健
康でアクティブな生活を送るとともに、医療介護

が必要な時には継続的なケアを受けることがで

きるような地域づくり」を目指すものである。



4-2．ビジョン　(福祉のカタチ・三方よし）

地域住民の皆様が「地域で支えあうこと・健康寿命延伸の努力をすること」といったことに、

積極的に取り組んでもらうことが最も重要です。

我々は、このことをスローガンで終わらせることの無いよう、知恵を絞り、汗をかくことで

実現させることが、使命であると考えます。

IMC流　福祉の『三方よし』

お客様・地域の 皆

様

ＬＳ行政

① 行政・地域と連携した健康寿命延伸の為の徹底的支援（社会的使命）

私達は医療・介護保険によって成り立っています。また地域の皆様に今以上に

支えられながら、事業を続けていかなくてはなりません。

では私達が社会に還元し、専門職として果たすべき使命、それは

「心身の健康をお届けすること」と考えます。

② 介護認定者（とその家族）の1日でも長い在宅生活支援（心身機能維持）

高齢者の方が最も望まれるのは、「住み慣れた自分の家で過ごしたい」

「自宅で看取られたい」という思いであり、自宅で生活を続けるためには、

心身の機能が改善されたり、少なくとも維持されることが必要です。

その一方で、在宅生活を支えるご家族の負担を軽くすることも求められます。

私達は専門職として、お客様のそれらの希望を叶えるサービスをお届けします。

③ 重度介護認定者に必要な全サービスの提供（医療・介護両面）

病気や怪我で、自宅での生活が困難になることは突然やって来ます。

私達は重度化されたお客様にとって、安心してお過ごし頂けるサービスや

施設をお届けしたいと考えます。

～ライフステージ流　福祉のカタチ～

目指すべき理想の姿

お客様・地域の 皆

様

ＬＳ行政
② 介護認定者（とその家族）の1日でも長い在宅生活支援（心身機能維持）

高齢者の方が最も望まれるのは、「住み慣れた自分の家で過ごしたい」

「自宅で看取られたい」という思いであり、自宅で生活を続けるためには、

心身の機能が改善されたり、少なくとも維持されることが必要です。

その一方で、在宅生活を支えるご家族の負担を軽くすることも求められます。

私達は専門職として、お客様のそれらの希望を叶えるサービスをお届けします。

～ライフステージ流　福祉のカタチ～

目指すべき理想の姿

① 行政・地域と連携した健康寿命延伸の為の徹底的支援（社会的使命）

私達は医療・介護保険によって成り立っています。また地域の皆様に今以上に

支えられながら、事業を続けていかなくてはなりません。

では私達が社会に還元し、専門職として果たすべき使命は何か・・・

それは「心身の健康をお届けすること」と考えます。

③ 重度介護認定者に必要な全サービスの提供（医療・介護両面）

病気や怪我で、自宅での生活が困難になる日は突然やって来ます。

私達は重度化されたお客様にとって、安心してお過ごし頂けるサービスや

施設をお届けしたいと考えます。
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開設認可

持続可能な保険制度

＝ＬＳ流高齢者福祉モデル




